
福祉文教委員会

委員長 芦 原 美 佳 子

９月11日、28日に開催しました

福祉文教委員会に付託されました

案件は、議案７件、陳情１件でし

た。

◇主な審査内容

◎第49号議案

新型コロナウイルス対策事業・

修学旅行等キャンセル料補助金の

運用等について質疑があり、「修

学旅行・野外活動については、感

染症対策を講じた上で実施をして

いく方向で準備をしている。その

上で感染状況を見ながら急遽中止

となった場合にキャンセル料を公

費で負担するものである。予算計

上に当たり、旅行代金の50％の額

で計上している」との答弁でし

た。

生活困窮者自立支援事業・住居

確保給付費に関して、昨年度の実

績や現在の状況について質疑があ

り、「昨年度の支給件数は４件で

支給総額は17万２千円であった。

これまでは『離職等により経済的

に困窮し…』と限定的であったも

のが、コロナウイルス感染症の影

響を踏まえ４月から『やむを得な

い休業等により』との項目が追加

されるなど支給要件が緩和され、

５月議会において増額補正をし

た。しかしながら、コロナウイル

スの流行が長期化したことから、

予想を大きく上回る相談があり、

８月末時点で、相談件数132件、

支給件数57件、支給総額は約540

万円となっている。今後も引き続

き給付件数が増加することが見込

まれるため、再び増額補正をする

ものである」との答弁でした。

◎第60号議案

予防接種事業の子ども・妊婦等

インフルエンザ予防接種委託料に

ついて具体的な接種時期に関する

質疑があり、「高齢者について

は、10月１日から令和３年１月31

日までである。また、子ども・妊

婦等については10月１日から令和

３年２月末までとしている」との

答弁でした。

◇審査結果

第49号、第50号、第52号、第53

号、第58号、第59号、第60号議案

は全員賛成により可決しました。

また、陳情第３号は全員賛成で採

択としました。

都市環境委員会

委員長 川 村 つ よ し

９月14日に開催しました都市環

境委員会に付託されました案件

は、議案３件でした。

◇主な審査内容

◎第49号議案

令和２年度一般会計補正予算

（第５号）では、旭台通りの桜並

木の植え替え・植栽帯の移設や道

路補修を行う予算を1000万円増額

することについて質疑があり、

「設置から半世紀が経過し、老木

化により倒木事故が発生している

桜などの街路樹植え替え工事を、

地元自治会等と協働で進めてい

る。歩行者空間を確保し事業効果

を高めるため施工範囲を増やし、

事業費を確保する必要があるため

増額補正をお願いしたい。４年の

予定事業期間は厳しくなっている

が、少しでも早く完了できるよう

進めていきたい」との答弁でし

た。

都市計画情報をインターネット

で閲覧できるようにすることによ

りテレワークの対応を図るため

に、システムの新規導入に300万

円を追加することについて、現在

の対応や近隣自治体の導入状況が

問われたのに対し、「不動産業者

などが窓口へ見えたとき、職員が

対面で対応し回答しているが、一

部、電話での問合せにも応じてい

る。近隣では、名古屋、春日井、

瀬戸、日進などが導入済み。長久

手市も現在導入準備中」との答弁

でした。

◇審査結果

第49号、第51号、第57号議案の

３件全て、全員賛成により可決し

ました。

総 務 委 員 会

委員長 片 渕 卓 三

９月15日、28日に開催しました

総務委員会に付託されました案件

は、議案５件でした。

◇主な審査内容

◎第49号議案

臨時財政対策債の現状を総括的

に見て、下半期の市財政状況の見

通しについて質疑があり、「懸念

として、市税等の減少であるが、

今年度の影響は少ないと考えてい

る。年度前半では、新型コロナ対

策として財政調整基金を当面の対

策として活用し、事業を進めてき

た。一旦は大きく減少した財政調

整基金は当初予算の水準まで復元

している。年度後半については新

型コロナ対策がどのような状況に

なっているか分からないが、補正

予算確保の中で、比較的安定に運
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営ができると考えている」との答

弁でした。

また、市制50周年記念式典運営

等委託料では、50周年記念式典に

ついて、委託から直営に変更に

なっているが、直営になった経緯

について質疑があり、「当初、文

化会館に多くの来賓を招待して式

典を開催する予定であったが、コ

ロナ感染症対策として、３密を避

けるために、大幅な縮小を行うこ

とを予定した」との答弁でした。

未利用地に維持管理費が発生す

ることについて、どのように考え

ているかの質疑がありました。

「取得当初は行政として目的を

持って取得したが、様々な経緯に

より計画が見直しや中止となり、

大部分は市街化調整区域の山林で

あり、緑地保全の観点から市が引

き続き管理する土地と考えてい

る」との答弁でした。

◇審査結果

第49号、第54号、第55号、第56

号、第61号議案は全員賛成により

可決しました。

決算特別委員会

委員長 片 渕 卓 三

９月17日、18日に開催しました

決算特別委員会に付託されました

案件は、認定議案８件でした。

◇主な審査内容

◎認定第１号

総務委員会所管事項の総括につ

いて、財政力指数が下がっている

のではないかとの質疑があり、

「財政力指数は決算の成績を示す

ものではなく、標準的な収入額と

需要額の割合を示すもので、市税

収入は順調に伸びており、市税収

入を上回る需要額の伸びであるこ

とを示している」との答弁でし

た。

ＷＨＯ健康都市推進事業では、

ＳＤＧｓに係る民間企業との取組

内容と周知活動の成果について質

疑がありました。「令和元年８月

にセブン＆アイ・ホールディング

スと地域活性化包括連携協定を締

結し、ＳＤＧｓの普及啓発及び達

成について連携する。具体的な取

組として、10月に職員研修を開催

し、企業におけるＳＤＧｓの取組

事例等を学ぶことができた。ま

た、市民向けの周知として、イ

トーヨーカドー店舗内に設置した

市の情報発信コーナー『出会いの

広場』でＳＤＧｓの啓発を進めて

きた」との答弁でした。

◎認定第４号

今後の墓地の供給についての質

疑があり、「令和元年度末での未

使用区画は573区画あり、近年は

一定の使用許可と墓地の返還があ

るため、今後十数年は墓地の供給

は可能と判断している。合葬式墓

地についても3000体分整備し、今

年度の募集では405件の応募が

あった」との答弁でした。

◇審査結果

認定第１号、第２号、第３号、

第４号、第５号、第６号は全員賛

成により認定しました。また、認

定第７号、第８号は全員賛成によ

り原案可決及び認定しました。
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●８月

21日 議会運営委員会

各派代表者会

24日 全員協議会

25日 日本共産党 川村つよし

議員 政務活動（オンラ

インセミナー）

28日 議会運営委員会

31日 令和２年第４回９月定例会

本会議（初日）

各派代表者会

●９月

４日 本会議（一般質問）

７日 本会議（一般質問）

８日 本会議（一般質問）

11日 福祉文教委員会

14日 都市環境委員会

15日 総務委員会

17日 決算特別委員会

18日 決算特別委員会

24日 各派代表者会

25日 議会運営委員会

28日 本会議

福祉文教委員会

総務委員会

都市環境委員会

●10月

２日 議会運営委員会

７日 議会広報委員会

９日 議会運営委員会

16日 議会運営委員会

21日 議会広報委員会

福祉文教委員会

日本共産党 川村つよし

議員 政務活動（21日・

22日 オンラインセミナ

ー）

23日 議会運営委員会

議会日誌議会日誌
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